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金
滞
古
践
志
巻
叶
一

共
一
統
御
遺
物
を
賜
は
り
、
金
津
に
御
返
じ
相
成
慮
、
中
に
も
例
源

八
は
芭
に
高
野
山
へ
参
詣
設
し
、
御
位
牌
を
天
徳
寺
に
立
て
ま
ゐ
ら

せ
、
法
舎
を
執
行
し
、
日
牌
を
寄
附
し
て
小
松
へ
罷
蹄
り
け
り
。
共

皆
高
野
山
よ
り
具
に
前
田
内
臓
允
へ
申
越
し
、
ま
た
江
戸
ま
で
永
順

方
へ
も
申
来
る
。
然
る
ゆ
ゑ
に
利
常
卿
の
御
耳
に
立
ち
、
ま
た
御
母

公
清
泰
院
殿
の
御
耳
に
も
立
ち
け
れ
ば
、
御
雨
方
よ
り
奇
特
の
至
り

と
父
源
太
左
衛
門
へ
被
昌
仰
出
-
た
り
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
源
太
左

衛
門
は
其
矯
v
人
滑
直
に
し
て
、
質
義
を
皆
と
た
し
け
る
故
に
、
共
の

子
源
八
も
ま
た
能
く
父
の
性
を
う
け
縫
ぎ
て
、
資
意
を
以
て
奉
公
を

金
う
す
。
父
子
鐙
を
縫
ぎ
忠
貞
脂
く
る
事
悲
し
と
い
へ
る
も
の
、
是

ら
の
人
を
や
い
ふ
た
ら
ん
。

。
三
諦
山
回
融
寺

法
華
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
替
に
云
ふ
。
賞
寺
開
基
、
寛
永
十
四

年
目
性
与
申
借
建
立
。
寺
屋
敷
者
地
子
地
に
罷
在
。
と
ま
で
記
載
す
。

明
細
艇
に
は
、
寛
永
十
四
年
卯
辰
高
道
町
に
創
立
、
木
綿
町
慈
雲
寺

二
代
目
性
之
開
基
之
慮
、
元
文
五
年
類
焼
、
寛
保
元
年
五
月
二
日
許

可
に
て
、
馬
場
五
番
丁
今
の
地
へ
移
縛
と
あ
り
。
奮
寺
地
は
卯
辰
蓮

覚
寺
の
尻
地
也
。
と
い
へ
り
。
按
4
1
る
に
‘
元
文
五
年
の
火
災
は
過

。

庚

申

堂

困
融
寺
の
由
民
申
堂
と
て
、
金
津
市
中
に
て
名
高
き
庚
申
堂
な
り
。
此

の
庚
申
は
来
臆
あ
る
鍵
像
・
な
る
べ
け
れ
ど
、
火
災
の
節
焼
失
せ
し

か
、
縁
起
・
来
展
容
に
も
停
来
せ
歩
。
如
何
な
る
故
に
や
、
信
仰
人
小

槌
を
携
へ
来
h
y
、
震
前
へ
之
を
備
へ
祈
誓
す
る
に
、
鍵
陰
貨
に
箸
.
明

也
と
て
、
参
詣
人
常
に
絶
え
4
1
0

世
人
馬
場
の
庚
申
さ
ま
と
呼
べ
り
。

或
は
帝
緯
さ
ま
と
も
い
へ
り
と
ぞ
。

。
御
仲
間
町

元
秘
六
年
の
士
般
に
、
不
破
新
佑
閥
助
六
番
町
末
御
馬
屋
町
之
内
。

と
あ
り
て
、
元
践
の
頃
は
御
馬
屋
町
と
呼
ぺ
り
。
改
作
所
奮
記
に
載

せ
た
る
寛
文
・
延
貸
・
貞
享
頃
の
番
商
に
、
御
殿
町
火
除
地
或
ぽ
御
馬

屋
町
材
木
畑
と
あ
る
町
は
.
犀
川
柿
木
高
御
陵
橋
の
越
を
い
へ
る
友

p
o
叉
御
仲
間
町
は
犀
川
河
上
に
も
あ
り
て
、
奮
藩
中
践
係
り
の
仲

間
共
の
組
地
あ
り
て
、
む
か
し
よ
り
仲
間
共
居
住
せ
し
ゅ
ゑ
、
御
仲

間
町
と
呼
び
、
厩
が
L

り
の
者
友
る
に
よ
り
御
馬
屋
町
と
も
呼
び
た

も
な
る
ぺ
し
。

。
仲
間
組
地
跡

延
貨
の
金
部
固
に
載
せ
た
る
仲
間
組
地
は
次
の
如
し
。

金
滞
古
蹟
志
血
管
骨
-

二
六

卜

聞
た
る
べ
し
。
元
文
元
年
四
月
七
日
卯
辰
蓮
昌
寺
下
よ
り
出
火
し
‘

森
下
町
・
金
屋
町
・
春
日
町
議
焼
失
の
時
な
る
ぺ
し
と
。
叉
三
筒
屋
版

の
六
用
集
に
、
雨
質
山
岡
耐
寺
と
あ
り
。
中
頃
は
か
く
稀
せ
り
と
い

へ
り
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
も
如
v
左
記
載
す
。

由
来
御
薄
に
就
申
上
候
。

-

l

蛍
寺
閲
闘
は
寛
永
十
四
年
に
日
性
与
申
借
建
立
仕
候
。
今
年
迄

四
十
九
年
に
罷
成
候
。
蛍
時
居
屋
敷
之
儀
は
地
子
地
に
罷
有
候
。

右
之
外
由
来
井
縁
起
・
御
寄
港
紙
等
無
御
座
候
。
以
上
。

貞
享
二
年
九
月
廿
九
日
金
滞
卯
辰
法
華
宗

三
締
山
岡
蹴
寺
田
行

不

破

彦

三

股

官
悶
治
部
左
衛
門
殿

慈
雲
寺
来
歴
書
に
云
ふ
。
ニ
杓
本
法
日
性
、
寛
永
十
三
年
退
隠
致
し
、

慈
雲
寺
を
日
成
へ
競
り
、
自
性
は
高
道
町
法
華
宗
妙
久
寺
之
下
、
門

口
は
町
通
り
に
庵
室
を
様
へ
、
愛
に
隠
居
有
v
之
。
此
隠
居
所
建
立
は

寛
永
十
四
年
也
。
後
-
寺
と
成
、
三
諦
山
国
紡
寺
と
践
す
。
然
る
に

慈
雲
寺
阿
世
日
濯
、
盛
安
年
中
国
紡
寺
を
京
都
本
隆
寺
之
直
宋
与
設

し
候
事
。
と
あ
り
。
右
困
紡
寺
の
奮
寺
地
は
卯
辰
蓮
発
寺
之
後
日
也
と

云
ふ
。
後
海
野
川
馬
場
へ
移
縛
す
。ム
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